
Title 永禄・元亀年間における足利義昭と近臣

Author(s) 山田, 雄翔

Citation 若手研究者フォーラム要旨集. 2022, 6, p. 47-50

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/89322

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



永禄・元亀年間における足利義昭と近臣

日本史学 博士前期課程１年

山田 雄翔

ははじじめめにに

永禄 年（ ） 月、足利義昭 は織田信長を中心とする軍勢とともに上洛し、畿

内を平定した。そして翌月、義昭は征夷大将軍への就任を果たす。これ以降、元亀 年

（ ） 月に織田信長によって京都を逐われるまで、義昭は 年弱にわたって京都を

中心に幕府による支配を展開した。本稿では、この永禄 年（ ） 月から元亀

年（ ） 月までを「義昭期」として、義昭期幕府の構造について一試案を提示する

ことを目標にする。

義昭期幕府は、織田信長による傀儡政権であると戦前から長らく理解されてきた 。

これは、天下統一を目指す織田信長に、義昭は利用されたに過ぎないとする見解である。

しかし、近年では織田信長に関する研究や戦国期の室町幕府に関する研究が進展したこ

とにより、上記の見解に対して見直しが進んでいる。このような研究状況の中で、義昭

期幕府研究の一つの画期となったのが、久野雅司氏による研究である。久野氏は京都支

配の実態について検討し、当該期の政権は義昭期幕府と織田信長が相互に補完する「二

重政権」であったと論じた 。現在では、この「二重政権論」の妥当性を評価するにあた

って、義昭期幕府の内実を問う研究が盛んになっている。

本稿で取り上げる義昭の近臣層に関しては、川元奈々氏による研究がある。川元氏は、

義昭期の幕臣を総体的に検討した。そして、義昭の政治的意思を伝える文書を発給した

幕臣を「側近中の側近」として把握し、彼らが幕府の中核を担っていたと論じた 。しか

し、この研究では、これらの近臣集団がいつ形成されたのか、「側近中の側近」以外の

義昭近臣が幕府においていかなる役割を担ったのかということが明らかになっていな

い。そこで本稿では、近臣層の形成過程を明らかにするために、上洛以前の段階から義

昭と近臣層の動向に注目する。そして、幅広く近臣の活動をとらえるために、義昭の出

                                                 
足利義昭は度々改名しているが、本稿では統一して「義昭」と表記する。

織田信長により京都を逐われた後にも、義昭のもつ影響力から依然として幕府は存続し

ていたとする見解があるが（藤田達生「「鞆幕府」論」（『芸備地方史研究』 ・ 合併

号、 年）など）、少なくとも京都退座以降に義昭の権力は変質していたと考えられる

ことから、本稿では元亀 年（ ） 月以降を対象としない。

奥野高広『足利義昭』（吉川弘文館、 年）など。

久野雅司「京都支配における足利義昭政権と織田信長政権」（同著『織田信長政権の権力

構造』戎光祥出版、 年、初出 年）。

川元奈々「将軍足利義昭期における幕府構造の研究―奉公衆を中心として―」（久野雅司

編著『シリーズ・室町幕府の研究 第二巻 足利義昭』戎光祥出版、 年、初出

年）。以下、川元氏の論はすべて本論文による。
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行を検討の対象とする。貴人の出行にはその近臣が供奉するのが一般的であり、義昭も

その例に漏れない。義昭の出行に供奉する近臣を取り上げることで、「側近中の側近」

以外の近臣の活動をとらえることができよう。

第第１１章章 上上洛洛以以前前ににおおけけるる近近臣臣層層のの編編成成

永禄 年（ ） 月 日に、義昭の兄である将軍足利義輝が、三好氏の襲撃を受け

て殺害された。この事件を永禄の変という。義輝の死亡により、当時一乗院に入室して

僧となっていた義昭は、次期将軍候補と目されるようになったのである。

永禄の変の後、義昭は南都を脱して、同年 月には近江国甲賀郡和田に、 月には

近江国野洲郡矢島に移った。この移座に関して、義昭は義輝旧臣であった一色藤長と細

川藤孝に、その忠節に謝意を示す感状を発給している 。すなわち、義昭には南都脱出時

点から幕臣がつき従っていたのである。

久野氏は、矢島滞在段階の前後に大館晴忠、三淵藤英、沼田統兼ら幕臣が義昭のもと

に参集し、彼らが義昭の最初期の家臣であったと述べている 。これらの幕臣の多くも、

義輝の旧臣であった。しかし、久野氏が根拠とした『足利季世記』という史料は軍記物

であり、同時代に書かれた記録ではないことには注意を要する。ここでは、この頃に義

昭のもとに多くの幕臣が参集したということのみを想定しておきたい。

矢島から上洛の機会を窺っていた義昭であったが、永禄 年（ ） 月に近江の大

名六角氏が三好氏と通じたことで矢島を退き、若狭国を経て 月には越前国に移った。

これ以降上洛を迎えるまで、義昭は越前の大名朝倉義景の庇護を受けることになる。

義昭の出行が史料上みえるようになるのは、この越前滞在段階である。ここでは特に、

永禄 年（ ） 月 日の朝倉義景邸御成をみていきたい。この御成には「朝倉亭

御成記」 という儀式次第をまとめた記録が残されており、これによって義昭に供奉し

た近臣の活動を確認することができる。

「朝倉亭御成記」でまず注目されるのは、「其外御供衆、御部屋衆、申次、番方衆、右

筆方、悉御成以前伺候申也」という記述である。この時点までに、義昭は参集した幕臣

を「御供衆」「御部屋衆」といった幕府の役職に編成していたのである。これに関連す

るのが、「永禄六年諸役人附」 （以下、「諸役人附」）という史料である。「諸役人附」

は前半部と後半部に分かれ、前半部には義輝段階の幕府の、後半部には義昭期幕府の中

心的な役職とそれを担う幕臣の名前が列挙されている 。そして、後半部の成立は越前

                                                 
（永禄 年〈 〉） 月 日付足利義昭御内書（『国立国会図書館所蔵貴重書解題』第十

巻〈書簡の部・第一〉）。

久野雅司『足利義昭と織田信長―傀儡政権の虚像―』（戎光祥出版、 年）。

『（改定）史籍集覧』 。

『群書類従』 輯。

『群書類従』 輯。 
長節子「所謂「永禄六年諸役人附」について」（『史学文学』 － 、 年）、黒嶋敏

滞在段階ではあるが、義昭上洛以降にもその枠組みが引き継がれたことが川元氏によっ

て指摘されている。「朝倉亭御成記」の記述を踏まえると、「諸役人附」は役職編成の構

想ではなく、越前滞在段階の幕臣の実態にもとづいて成立しており、上洛後に京都支配

を展開する義昭期幕府の素地が、この段階で整えられていたと考えられる。

次に、具体的に朝倉邸への義昭の御成に供奉した幕臣をみていく。「朝倉亭御成記」

には義昭に供奉した「御供衆」として、上野信忠、一色晴家、一色藤長、武田信堅、大

館晴忠、万阿がみえる。同朋衆である万阿を除いた 人は、「諸役人附」に「御供衆」

として記載されている人物と一致する。御供衆とは、文字通り将軍の出行に御供する役

職・家格のことである 。義昭に御供する役目は、その役職通り「御供衆」の幕臣が担

っていた。ここからも、「諸役人附」が越前滞在段階における幕臣の役職編成を反映し

ていることが確認できる。

第第２２章章 義義昭昭期期幕幕府府ににおおけけるる

第２章では、上洛以降の義昭の出行に注目し、義昭期幕府の構造を検討する。【表】

は前述の「朝倉亭御成記」と公家山科言継の日記である『言継卿記』から、義昭の出行

に供奉した「御供衆」を表にまとめたものである。

                                                 
「足利義昭の政権構想―「光源院殿御代当参衆并足軽以下衆覚」を読む―」（同著『中世

の権力と列島』高志書院、 年、初出 ）。

二木謙一「室町幕府御供衆」（同著『中世武家儀礼の研究』吉川弘文館、 年、初出

年）。

【表】 義昭の出行に供奉した「御供衆」一覧 

注⑴：本表は「朝倉亭御成記」（『群書類従』 輯）と『言継卿記』にみえる義昭の出行に供奉した「御供衆」をまとめた

ものである。

注⑵：「側近中の側近」とは義昭期幕府の中核を担った近臣であり、川元奈々氏により示された。

「側近中の側近」
朝倉亭御成

（永禄11/5/17）
参内

（永禄11/10/22）
参内

（永禄12/2/26）
参内

（永禄13/2/2）
義輝法要

（元亀2/５/19）
一色播磨守晴家 〇
一色式部少輔藤長 〇 〇 〇

伊勢三郎貞興

（非御供、着烏帽
子、車寄之北に祗
候、同名上野介後
見也）

（幼少之時非御
供、只烏帽子にて
祗候也）

〇 〇

上野陸奥守（佐渡守）
信忠（恵）

〇 〇 〇 〇

上野中務大輔秀政 〇 〇
上野紀伊守豪為 〇
大館伊予守晴忠 〇
大館左衛門佐昭長 〇 〇
武田治部少輔信堅 〇
細川右馬頭藤賢 〇 〇 〇 〇
細川兵部大輔藤孝 〇 〇 〇
三淵弥四郎秋豪 〇
和田伊賀守惟政 〇 〇
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まず【表】をみて、上洛以降の出行すべてに細川藤賢が供奉しているという点に気が付

く。藤賢は、義昭上洛以降に、義昭のもとに参集した。注目すべきは、藤賢が細川典厩

家の出身ということである。典厩家は代々御供衆を勤め、さらに将軍の出行の供奉にお

いて限られた家柄の者しか勤めることができない御剣役を担う家であった。すなわち、

義昭上洛以降、藤賢は先例にしたがい、義昭出行の供奉の中心を担うようになったので

ある。一方で、義昭期幕府において藤賢による政治的文書の発給や義昭への取次といっ

た活動は確認できない。藤賢は義昭の「側近中の側近」ではなかったのである。

次に、永禄 年（ ） 月 日の初度の参内を境として、それ以降義昭の「側近

中の側近」たちが出行に供奉しなくなるという点に注目したい。かわって、前述の細川

藤賢と、典厩家のように御供衆を勤める家格の伊勢貞興の供奉が目立つようになる。上

洛直後の参内時には、一色藤長、上野信忠、上野秀政、細川藤孝、和田惟政という「側

近中の側近」たちが多数供奉している。これは、初めての参内に対する特別な処置であ

ったのだろう。これ以降、上野信忠、大館昭長、細川藤孝の供奉もみられるが、彼らの

供奉は藤賢や貞興のように恒例になっておらず、一回きりである。また、初度の参内以

降、複数の「側近中の側近」が同一の出行に供奉するという事例もみられない。

以上から、義昭期幕府において、儀礼的な場で活動する近臣と政治的な場で活動する

近臣に役割が分化していたのではないかという想定ができるのである。

むむすすびびににかかええてて

本稿で検討したことをまとめつつ、今後の展望を述べる。

第 章では、上洛以前の段階における義昭の近臣層について検討し、越前滞在段階に

おいて義昭のもとに参集した幕臣が役職ごとに編成されていたと述べた。これが、上洛

後の京都支配につながったのである。

第 章では、上洛後の段階における義昭期幕府の近臣層について、義昭の出行に注目

して検討し、義昭期の幕府において近臣層は儀礼の場において活動する者と政治的な場

で活動する者に分化していたのではないかという可能性を示した。

本稿では、出行時の供奉という限られた側面からの検討にとどまってしまい、義昭期

の幕府構造を広く見通すことができなかった。今後はより多くの事例を収集することで、

義昭期幕府の全体像を明らかにしていきたい。また、今回近臣層の分化という構造が、

義昭期幕府に特有なものであるのか、あるいは戦国期の幕府に広くみられるものである

のかということも重要な問題であろう。あわせて、今後の課題としたい。

『 扶 桑 集 』 の 隠 逸 詩 に つ い て の 考 察 

― 「 吏 隠 関 係 」 を 中 心 に ― 
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はは じじ めめ にに

  

「 隠 逸 」 は 漢 文 学 の 重 要 な テ ー マ の 一 つ で あ り 、 日 本 の 漢 詩 文 に も 詠 ま れ て い る 。 古 く は 『 懐 風

藻 』 か ら 見 ら れ 、 勅 撰 三 集 の 時 代 に 至 る と 、 そ の 詩 作 数 を 増 す 。 勅 撰 三 集 時 代 の 漢 詩 に 詠 ま れ て い

る 「 隠 逸 」 に つ い て は 、 先 行 研 究 で も 取 り 上 げ ら れ 、 「 吏 隠 兼 得 」 す な わ ち 「 官 吏 」 で あ り な が ら 「 隠

者 」 で も あ る と い う 特 徴 を 論 じ る の も の が 多 い 。1 し か し 、 勅 撰 三 集 時 代 以 後 の 漢 詩 に 詠 ま れ て い る

隠 逸 に つ い て は ほ と ん ど 言 及 さ れ て お ら ず 、 そ の 特 徴 は ま だ 明 ら か に さ れ て い な い 。 

『 扶 桑 集 』 は 、 勅 撰 三 集 時 代 以 後 に 編 纂 さ れ た 漢 詩 集 で あ る 。 『 扶 桑 集 』 に は 「 隠 逸 」 と い う 部 立

が 設 け ら れ て お り 、 そ の 部 立 に 「 隠 逸 」 ・ 「 樵 隠 」 ・ 「 無 隠 」 ・ 「 處 士 」 ・ 「 山 居 」 と い う 五 つ の 子 目 が 見

え る 。 し た が っ て 、 勅 撰 三 集 時 代 以 後 に 詠 ま れ て い る 隠 逸 と い う 主 題 に 注 目 す る 時 、 『 扶 桑 集 』 は 重

要 な 位 置 に あ る と 思 わ れ る 。 本 発 表 で は 、 「 吏 」 と 「 隠 」 の 関 係 に つ い て 、 『 扶 桑 集 』 の 隠 逸 部 に 所

収 さ れ る 詩 に お い て ど の よ う に 捉 え ら れ て い る か を 考 察 し て い き た い 。 

  

【【 資資 料料 一一 】】 大大 江江 朝朝 綱綱 「「 山山 中中 自自 述述 」」 （（ 『『 扶扶 桑桑 集集 』』 ・・ 巻巻 七七 ・・ 山山 居居 ））
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山山 中中 自自 述述

  

碧碧 山山 遁遁 蹟蹟 臥臥 松松 楹楹            碧碧 峯峯 にに 遁遁 迹迹 しし てて 松松 楹楹 にに 臥臥 しし

      

謝謝 遣遣 喧喧 喧喧 世世 上上 榮榮

            

謝謝 遣遣 すす 喧喧 々々 たた るる 世世 上上 のの 栄栄

  

龍龍 尾尾 舊舊 行行 應應 斷斷 夢夢

            

龍龍 尾尾 のの 旧旧 きき 行行 にに はは 応応 にに 夢夢 をを 断断 つつ べべ くく

    

鶴鶴 頭頭 新新 召召 不不 驚驚 情情

            

鶴鶴 頭頭 のの 新新 たた なな るる 召召 にに もも 情情 をを 驚驚 かか ささ ずず

    

商商 山山 月月 落落 秋秋 髯髯 白白

            

商商 山山 にに 月月 落落 ちち てて 秋秋 のの 鬚鬚 白白 くく

  

頴頴 水水 波波 揚揚 左左 耳耳 清清

            

潁潁 水水 にに 波波 揚揚 てて 左左 のの 耳耳 清清 しし

    

唯唯 有有 池池 魚魚 呼呼 後後 至至

            

唯唯 だだ 池池 魚魚 有有 りり てて 呼呼 びび たた るる 後後 にに 至至 りり

  

客客 隨隨 次次 第第 自自 知知 名名

            

客客 にに 随随 へへ ばば 次次 第第 にに 自自 らら にに 名名 をを 知知 るる なな らら

  

  

○○ 首首 聯聯

  

【【 語語 釈釈 】】 「「 遁遁 蹟蹟 」」 ― 逃 れ 隠 れ る こ と 。
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「「 松松 楹楹 」」 ― 松 の 柱 で り 、 転 じ て 、 山 中 の 家 、 特 に 隠 者 の 家 を い
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藤 原 克 己 「 吏 隠 兼 得 の 思 想 ― ― 勅 撰 三 集 と 精 神 の 基 底 ― ― 」 『 菅 原 道 真 と 平 安 朝 漢 文 学 』 （ 東 京 大 学 出 版 会 、 二 〇 〇 一 年 ） 所

収 、 山 本 登 朗 「 天 皇 と 隠 逸 ― 嵯 峨 天 皇 の 遊 覧 詩 を め ぐ っ て 」 『 日 本 古 代 の 「 漢 」 と 「 和 」 』 （ 勉 誠 出 版 、 二 〇 一 五 年 ） 所 収 、 宋 晗

「 嵯 峨 朝 詩 人 の 私 性 と 詩 壇 の 関 係

 

― 隠 逸 思 慕 を 中 心 に ― 」 『 国 語 国 文 』 （ 第 八 十 七 巻 第 八 号 、 二 〇 一 八 年 八 月 ） 所 収 、 田 雲 明

「 『 懐 風 藻 』 山 林 隠 逸 詩 か ら 『 古 今 集 』 「 山 里 」 歌 へ 」 『 言 葉 と 文 化 』 （ 第 十 二 号 、 二 〇 一 一 年 三 月 ） 所 収 、 ブ ィ ー ブ ケ ・ デ ー ネ

ー ケ

 

「 「 国 風 」 の 味 わ い ― 嵯 峨 朝 の 文 学 を 唐 の 詩 集 か ら 照 ら す 」 『 日 本 古 代 の 「 漢 」 と 「 和 」 』 （ 勉 誠 出 版 、 二 〇 一 五 年 ） 所 収

 2本 稿 に 引 用 す る 『 扶 桑 集 』 の 本 文 と 訓 読 は 、 「 『 扶 桑 集 』 全 注 釈 ‐ ２ ‐ 」 （ 田 坂 順 子 氏 、 福 岡 大 学 総 合 研 究 所 報120号 、p159-

172、1990年2月 ） 、 を 参 考 に し た 。

 3
 

紙 幅 の 制 限 に よ り 、 本 稿 の 語 釈 で は 、 語 意 の み を 示 し 、 出 處 や 用 例 の 掲 載 は 省 略 す る 。
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